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私たちのめざすもの

患者・利用者に寄
りそい、患者・利
用者とともに困難
に立ち向かいます。

専門性を高め地域
に信頼される質の
高い医療・介護を
実践します

病院長 島 隆雄

寺井病院グループだより

今年は前身の寺井野診療所開設からかぞえて70年となりました。
現在コロナ禍は世界的な災害とも言える状況ですが、いまを生き
る私たちがどのように対処し、行動できるかが、まさに問われて
いると思います。
ひきつづき、いのちの平等、健康格差の解消にむけて努力して

いきたいと考えています。
今年度もよろしくお願い申し上げます。

寺井病院併設の介護老人保健施設「手取の里」は1996年に開所し25年目を迎えます。
介護老人保健施設の役割である在宅復帰の支援に積極的に取り組み、2018年9月より「超強化型
老健」の基準を満たすことができました。

ご利用者の思いに寄り添った支援が図れるように、より良い看護・介護・リハビリテーション
のサービスの提供を心掛けております。７年前から「最期までおいしく食べる」をモットーに、
摂食・嚥下機能の応じた食事形態（常菜・軟菜・やわらか菜・ムース食・ミキサー食）を揃え、
昨年からは同法人の歯科医院と連携した口腔衛生管理に力をいれています。

在宅復帰支援で重視しているのはご利用者だけでなく介護を担うご家族への支援です。入所中
のご利用者の様子を介護職やリハビリ職員等がご家族に細やかに伝えること、入退所時などでの
家庭訪問を基に、個々のニーズに合う介護保険サービスの活用のご提案など、介護の不安軽減を
図っています。

最近ではコロナ感染症関連で生活困窮事例が報道されていますが、当施設では、利用料の支払
いが心配という方にも必要な介護サービスが受けられるよう、『無料低額介護老人保健施設利用
事業』にも取り組んでいます。事業利用を通じて利用料の減免だけではなく、様々な生活相談に
繋がっています。

住み慣れた居宅・地域での生活が継続できるように、ご利用者、ご家族が「困ったときには手
取の里に相談してみよう」と思えるようにこれからも取り組みを続けていきたいと考えています。

支援相談員 村田美恵子



当院では経済的な理由で医療にかかる機会が奪われないように無料又は低額で診療を受けることできる
無料低額診療事業を行っています。対象は非課税世帯であるなど医療費の支払い困難な低所得者です。詳
細は当病院医療ソーシャルワーカーにご相談下さい。

＜医療ソーシャルワーカーにお気軽にご相談ください！＞

当病院に無料低額診療のご相談に来られる方で、これはどう考えても生活保護を受けるしか
ないだろう、と思われる方がいます。しかしながら、「車がないと、やっていけない」との理由
で生活保護申請を躊躇される方もいて、対応に苦慮します。
生活保護の受給要件に資産の活用という項目があるのですが、車は資産とみなされ、特別な理

由がないかぎり車の所有は認められていません。
車がないと不便になるから「もう少し、就職活動頑張ってみるわ！」「子どもを病院に連れて

いけなくなるので」と生活保護申請が遅れ、状況がさらに悪化していくケ－スも少なくありませ
ん。
相談員としては一刻も早く食事・光熱水費・家賃などの資金を確保し安心につなげたい思いで

すので、やきもきして待つというのが現状です。もちろん車がないと困ることも十分理解できる
ので、処分の決断できるまでの間は行政に待ってもらいながら申請を受け付けてもらうこともあ
ります。
とはいえ、車の所有が認められれば事がうまくいくかというと、そう単純な話でもありません。

車を維持するには車検、保険、駐車場、自動車税、ガソリンなどの経費がかかります。現在の生
活保護水準では、車を持ったばかりに食費を削るなど相当なやりくりが求められます。
車の所有が認められないなら、車が無くても困らない支援。所有を認めるなら、維持できるだ

けの支援が同時に必要です。生活保護が必要な人が躊躇なく決断できるように、地域の生活実態
にあった、きめ細かい支援と運用が望まれます。

医療ソーシャルワーカー 新 栄治

毎年1回、全職員対象にBLS（一次
救命処置）の学習会を行っています。
今回は少人数ごとに日を分けて、

訓練用の人形とAED（自動体外式除
細動器）を使い意識状態の確認から
心臓マッサージ、AEDの装着など一
連の動きを急変時さながらに学習し
ました。
いつ何時、ことが起きても落ち着

いて対応できるようにトレーニング
を重ねていきたいと思います。

3月に安全学習における５Sビ
フォーアフター発表会を行いました。
これまではパワーポイント形式で

発表していましたが、今年は感染対
策としてポスター発表に変え、廊下
に展示しました。
優秀作品に院長賞、事務長賞、人

気賞を設けて、人気賞は投票で決め
ました。紙媒体の面白さにいつにな
い熱い投票となりました。


